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滋賀県におけるＤＭＩ剤耐性イチゴうどんこ病菌の発生状況
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1．緒言

滋賀県におけるイチゴの栽培面積は少量士壌培地耕を中心

に拡大している．イチゴうどんこ病は果実，果梗，葉に発生

し，白色のうどんこ状の菌叢を形成する．特に果実に発生す

ると，商品価値を下げる重要病害である．県内のイチゴ栽培

では，うどんこ病は主に主要な防除は化学合成農薬により実

施されている．しかしながら，他県では化学合成農薬の連用

により薬剤耐性菌の出現が報告されている')．イチゴうどん

こ病の防除にはステロール脱メチル化阻害剤(以下ＤＭ剤）

が１９８０年代の半ば頃から広く使用され始めた．本県におい

ても，栽培現場でＤ１皿剤の防除効果の低下が問題となって

おり，ＤＢ皿剤耐性菌の発生が懸念されている．

そこで，本研究では，県内の、皿剤耐性菌の発生の有無

と分布状況について調査したので報告する．

2．材料および方法

2012～2013年に滋賀県内の54地点から７５菌株のうどん

こ病菌を採取し，ＤＭ剤耐性菌検定に供試した．

ＤＭ剤耐性菌検定は，ＰＣＲ法2)により行った函

うどんこ病に擢病したリーフデイスクもしくは果実の切片

に0.1％TWeen･20を加えた後,撹枠した．リーフデイスクも

しくは果実の切片を除去後，遠心分離し，イチゴうどんこ病

菌を得た．その後，分生子からイソプロパノール（－４℃）

を用いてＤＮＡの濃縮,回収を行い,耐性菌検定の鋳型ＤＮＡ

とした．

ＰＣＲ反応は，鰯9DNAポリメラーゼを用い，プライマー

は表１の塩基配列を用いた．ＰＣＲプログラムは，９４℃で４
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分間処理後，９４℃1分間，６５℃1分間，７２℃1分間のサイク

ルを40回繰り返し，最後に72℃１分の処理とした．得られ

たＰＣＲ産物は1.5％アガロースゲルで電気泳動した後，

GelRedIMで染色した.プライマー1532Ｆと1532R-Tを用い

PCR反応後,330bp付近にバンドを確認した場合はＤｍ剤

耐性菌、プライマー1532Ｆと1532R-Cを用いＰＣＲ反応後，

330ｂｐ付近にバンドを確認した場合は，感受性菌と判定し

た．

3．結果

Ｄ皿剤耐性菌検定の結果を表２に示した．採取した75菌

株中，ＤＭ剤耐性菌は４１菌株，感受性菌は34菌株と判定

した．耐性菌株数の割合は54.7％であった．耐性菌は20地

点，感受性菌は１３地点，耐性菌と感受性菌が混在した地点

が２１地点であった．2012年の耐性菌株数の割合は13菌株

（46％)であり,2013年の耐性菌株数の割合は28菌株(60％）

であった．耐性菌の分布は県内全域で確認された．

４．考察

イチゴうどんこ病のＤＭ剤耐性菌は県内全域に分布して

いることが明らかとなった．また，耐性菌株数の割合は全体

の50％以上を占め、高い割合を示した．このことから，県内

におけるうどんこ病の防除において，本剤の耐性菌による防

除効果の低下が起こっていると考えられた．




